
1，３００

ｌ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

（１）1992年５月16日第70回公開諦淡会

「王様と城一中国新石器時代の武器を考える一」

佐川正敏

「遺雛は語る－１２城寓内裏地区の遺柵変遷をめ

ぐって一」橋本義則

( 2) 1992年１１月７日第71同公l Hl 識演会

「南中国の先史化腸一発掘遺榊にみる住まいの多

様性」浅川滋男

「丸瓦作りの一工夫一畿内における竹状模骨九瓦

の様相一」花谷滞

( 5) 1992年１１月1411石神遺跡第11次111本忠尚

( 6 ) 1992年１１月21Ｈ平城寓跡第230次

（式部符）中村恢一

( 7 ) 1 9 9 3年２月ｌ３Ｈ簡丘北方遺跡第３次岩永椅三

( 8 ) 1993年２月2011平城寓跡第238次

（輔二次棚堂院東第五唯）岸本ｉｆ' : 文

( 9 ) 1 9 9 3 年３月2 7 1 . 1 本薬師寺中門跡本中典

現地見学会

( 1 ) 1992年11月24Ｈ藤原寓跡第70次

（内襲I I i i 外郭地区）

平城宮跡資料館・遺構展示館（見学背数】

現地説明会

( 1 ) 1992年６月13日平城寓跡第229次

（式部省跡）小瀧毅

( 2) 1992年６月27日藤原宮跡第67次

（東方官術地区）川越俊一

( 3) 1992年８月111. 1薬師寺北而同廊・継錐

松本修白

( 4) 1992年８月221: １平城寓跡第230次

（左京三条一坊十・十五・十六坪）小野他I I i

１，２０Ｃ

盗料館は1970年度，遺榊腔示館は1963年度以降の累計

2 1 9 9 2 年文部省科学研究費補助金による研究

新

新特別推進研究( １）古代生活環境復原のための新手法の確立佐原典118 , 0 0 0

新砿点領域研究( 1 ) 遺跡探在法の総合的開発研究ｌi [ ｉ村膜5 , 5 0 0

新通点領域研究( 2 ) 集落・埋納遺跡の探在西村ル1 ＄２，‘ １００

継一般研究( A）データ・ベースの開発による近世社寺建築研究の総松木修|』Ｉ2, 000

括

継神殿造の総合的研究牛川牌幸 2 , 4 0 0

継一般研究( B）澗器製作過程復原と製作追試実験研究紙沢砿生５００

継一般研究( c ）古代寓都における内典の堆礎的研究橋本義則４００

淵耐蛎1 1 : 印からみたが院片: 跡資料の伝来に間する研究綾村宏４００

締"七八,雌紀の軸上紙粘土綴i i 礎作りの帆判…儲, 1雌: : :

新平城寓・京川上土師器の分類と産地| ‘ i l 定

作二I : 職復原による工人系諮関係の研究

伝統的木造建築の椛造安定性に間する研究内Ⅱ’ 昭人

古代剛池の立地と形態商瀬要一

束１１i 文明交流においてステップルートが果たした役１１１本忠尚

奈良国立文化財研究所要綱

新

〃

新

JZd

8 0 0

劉

〃
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区分

1992年

累計

盗料館

6４，００９

1. 236, 400

遺櫛腿示館

6９，７９５

1．５７１，２３０

計

133, 804

2. 807, 630

新

継

砿１１
研究級迩

研究代表渦 交付額( 千' ' １）



町田章Ｉ 4 , 8 4 0

新奨励研究( A ）’ 室町時代の粁瓦の地域的比鮫研究（近畿・東国細）佐川正敏

新〃｜日韓出土馬共の比較研究
花谷浩

新〃弥生時代装身具の編年的研究
岩永樹三

割；雛麗繍瀦鵬麟挙伽…漸溌

91010

9 0 0

件

件

件

件

件

件

件

５

１

１

１

１

１

羽

9 0 0

9 0 0

8 0 0

族史的背餓

継｜試験研究( B ）｜フラツクスケー卜を用いた新しい磁気探在装綴一三｜閣村康’ 4 , 4 0 0

軸グラジオメーターの開発

わが国古代の稲作農耕研究における生物考古学的手｜工楽善通’ 7 , 5 0 Ｃ新
〃

法の|＃1発

鞠。' 簾等i ，怖噸撫駕繍購嚇隙蝋|繍繍｜蕊: ：

比較研究

３飛鳥資料館の運営

展示

第一腿示室常設峻示

第二展示室

春期研究展示「商楼塚壁画の新研究」

明日香村・卿飛鳥保存財団共催

1992. 4. 9～5. 31（53日間）

秋期特別展示「飛鳥の工房」

1992. 10. 9～12. 8（61日間）

継｜研究成果公開促進没｜長屋王木前データベース

普及

インフォメーションルームにおいて観覧者の衝問に

応じている。特別展示の刊行物として「商松塚壁画の

新研究」及び「飛鳥の工房」を刊行した。

奨励研究( A ）

試験研究( B ）

〃（ B ）

国際学術研究

〃

研究成果公M3 促進数

計

( 新規）

( 継続）

(新規）

(継続）

( 新規）

( 継続）

件

件

件

件

件

件

件

１

１

１

２

１

１

６

特別推進研究( 1 )

亜点領域研究( 1 )

〃（２）

一般研究( A ）

〃（ B ）

〃（ C ）

〃（ C ）

( 新規）

( 新規）

(新規）

(継続）

( 継続）

( 継続）

( 新規）

■ ■ －~一一ー ﾉ 、

狩万! ｣ 誘う更云

1992年４月25日

「高松塚壁画の線描- - Ｈ本伝統絵画との考察- - 」

星山晋也

1992年５月23日

「商松塚壁画の- - ･ 背簸一古代日本に窟官はいな

かった－」佐原典

1992年10月17日

「古代の鋳造技術」中野政樹

1991年11月14日

「古代ガラスの材礎Ｉ肥塚隆保

入館者数（19 9 2 . 4 . 1～1 9 9 3 . 3 . 3 1開館日数31 8日）

陳列品購入

山田寺出土青銅五尊像複製

青銅の伽座金・釘など鋳造に関する盗料

木工ロクロによる製品の製作過程を示す一括資料

－７４

区分

一般

筒･ 大生

小･ 中生

計

佃人観覧

39, 670

6, 481

9, 510

55, 661

団体観覧

15, 312

13, 623

37, 058

65, 993

有料

121, 654

無料

9, 298

『

一

》

『

酎

副

〈

ロ

130, 9

計 23件 168, 740



４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財の保護に資することをⅡ的として

主に地方公共団体の埋蔵文化財保謹行政担当薪を対象

に次の研修を実施した。

( 1 ) 平成４年度埋蔵文化財発掘技術渚専門研修

（遺跡探張過程）

1 9 9 2 年５月1 2 Ｈ～５月2 2 Ｈ（参加背８御

( 2 ) 平成４年度埋蔵文化財発捌技術肴専門研修

（環境考古課程）

1992年５月28F１～６月1９１１（参加肴20端）

( 3 ) 平成４年度埋蔵文化財発掘技術者一般研修

（一般研修）

1 9 9 2 年７月１Ｈ～８月７Ｈ（参加者3 2 端）

( 4 ) 平成４年度埋蔵文化財発捌技術蒋専i I 1 l 研修

怖器訓張課程）

1 9 9 2年８月25日～９月８１１（参加者20端）

( 5 ) 平成４年度埋蔵文化財発掘技術背専i I I l 研修

（遺跡測批課程）

1992年９月１７Ｈ～10月８１１（参加者20端）

( 6 ) 平成４年度埋蔵文化財発掘技術薪専門研修

（文化財写真課程）

1992年10月１３１１～10ﾉ 130日（参加譜2略）

( 7 ) 平成４年艇埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（中近1M世跡訓在課税）

1 9 9 2年1 1月５Ｈ～１１月l ３Ｈ（参加者3 2端）

( 8 ) 平成４年度埋蔵文化財発捌技術者導門研修

（遺跡保存整術課程）

1992年１１月１９Ｈ～12月９１１（参川I 者1略）

( 9 ) 平成４年嘆雌職文化財発掘技術者専門研修

（保存科学些礎糾稚）

1 9 9 3年１月1 9 H～１月2 9日（参加者１６絹）

( １０平成４年度埋蔵文化財発捌技術者特別研修

（水器I 淵在課程）

1 9 9 3 年２月４Ｈ～２月９１１（参加者3 0端）

( 1 1 ）平成４年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（右機磁遺物応急処枇拠程）

1993年２月16Ｈ～２ﾉ119Ｈ（参加者16籍）

( 1 2 1 平成４年度埋蔵文化財発棚技術新特別研修

（埋蔵文化財雄礎課凝）

1993年３月21 - 1～３月８１．１（参加者38籍）

研修典一覧炎

氏瑞

国内

天野秀昭

野ｌ」た幸

森下英論

尚橋学

国外

制（蛇

鄭推玉

申出秀

朴文済

郁永火

乍勝壷

ソーレン

アンデルセン

組山

所価 ' 受入れ川ｌＮｌ 受入れ部ﾊ リ 研究・研修内容

三飛喋埋蔵文化財センター
1992. 9. 1～1992. 11. 30 飛恥騰原衡跡発掘, 刈狂部 発捌捌在研修

肝理指導灘．睦Ⅱ

川上技師
1992. 11. 9～1993. 2. 8 平城簡跡発州棚施部

Ｉｌ１ｌ上

香川ﾘ ‘ 蝿蔵文化財側企センター技師
１９９３．２．１８ 埋蔵文化財センター 保存利･ 学研修

秋田県埋蔵文化財センター
1993. 3. 1 '''1上 Ｍ上

学芸王．. ！『

難蝿｜"，' …" ' い0J 卿総典化11…-駿幽

大柳民国ｌ荒' 立文化財･ 研究所

遺跡棚盗研究室学芸研究土

j I M澱文化1M. センター ､ 捗古学研修

大郷災側座州文化1 M研究所
1992. 5. 18～1992. 5. 28

文化財補理局文化部

同上
'''１上

I ‘ 1上 |Ｍ１上

I ‘ , I 上監恋担当官
1992. 8. 16～1992. 8. 23

デンマークオーーフス大学教授
1992. 10. 6～1９９２．１０．３１

大郷民国国立文化財研究所
1992. 10. 19～1992. 12. 25

文化1 M･ 補理局巡跡捌光研究室腿

l ‘ リヒ

IliI上

lIill2

1$１上

Ｍ上

IliI上

保存ｲ : |･半研修

一

｜‘'1上

'''１上

' 11上

拶占学研修

保存科学研修

剛|捌総撫卿《卿物騰’ １，，…‘ - ' "…‘ |…跡徳撫繍迩離｜蝦‘ ‘ i 学､i 鯵

〃

|簿Ⅷ|蝋織' " …’ １，…－１，…|…跡篤Ｉ鵬…｜籍‘ ’

r 学研修

－７５－



朱場石

包強

文喚価

無w ｉｌｋｆ

ウォンチュック

キンレイ

ナデージナ・ア

ルテテシトヴ了

ニナ・

レェシェンコ

ユーリー・

ニキーチン

金鈍符

朴成沖

カムパイ・

カンタヴォン

ウォンマ

ムンティソン

鐘製灘｜

美大一

金飛桃

李Ｗ

楊柳肋

雛之平

金束慨

チョンプヌト・

プラサッェブト

邸 恥

安来燦

徐光批

段鵬跡

鵡承郡

杜玉』ｋ

張世畷

ピーター・ロウ

リー・コニー

中堆人民共和国中腰I 社会科学院

考古研究所第三研究室

Ilij上

火帆災倒ｌ蕃I 立文化財研究所

保存科学物理金鵬案保存処理担当

中錐人腿共和脚侠西街考古研究所

助理研究肌

ブータン内勝省技官

ロシア科学アカデミー極東支部歴史

学・考古学・民族学研究所研究側

側上

l‘１１上

大郷比脚脚立慶州博物館

学芸研究室

大押民図外〔那大学校

ラオス愉報文化借博物館考１１f 局

巻占課概長補佐

ラオス怖報文化省博物館考古局

考古灘軌i ﾘ 典

大榔災圃国立光州博物館

学芸研究室学芸研究士

大韓民伺脚立文化財研究所文化

1M･ 特理局保存科･ 学研究案専' １‘ j 職側

大偉民吋牌明大学校博物館

保存外学係1 を

中雅人民比和例新弧文物考古研究

所文博館叫

１１' 堆人民共和脚中凶社会ｲ : | ･ 学院

考古研究所放授

中堆人民共和国中国文物研究所

古処築保渡部剛主柾

大鯨民同阿立文化財研究所

文化財祷理局保存科学研究室長

タイ王国シルパコール大学

巷古学科餓師

イギリス・ホンコン香港中文大学

中同文化研究所副研究例

大郷災凶倒立中央博物館

保存利･ 半室学芸研究土

中雅人氏共和側中国社会科学院

孝古研究所刑所及

中雅人民共f 1 膳Ｉ中国社会科学院

巻占研究所鋪三研究室副主任

' ' 1 雁人災共ｲ Ⅱ国中国社会科学院

考・【1 f 研究所第三研究室刑研究館典

何上

中堆民凶倒立故宮博物院保存科

学室蛙

イギリスダーハム大学考古学科

厳師

1992. 10. 28～1992. 12. 261992 . 10 . 28～1９９２．１２．２６ １１，１上 同上

Ii1上 Iljj上
Itil上

1992. 11. 1～1992. 12. 30 埋蔵文化財センター 保存科学研修

1992. 11. 1～1993. 2. 27 川上 考古学研修

1992. 11. 18～1992. 12. 7 平城跡発掘調在部 同上

1992. 12. 4～1992, 12. Ｍ 雌蔵文化財･ センター 巻･ 古学研究・研修

Ｍ上 川上 同上

同上 側上 側上

1992. 12. 14～1992. 12. 27 IIil上 保存科学研修

同上 IIil上 IIjl上

1993. 1. 18～1993. 3. 17 １１'I上 仏教遁跡研修

同上 1$１上 何ｋ

1993. 2. 3～1993. 3. 30 同上 考古学研修

1993. 2. 12～1993. 2. 21 IiiI上 保存科学研修

1993. 2. 15～1993. 2. 21 Ｍ上 Ｍ上

1993. 2. 20～1993. 5. 19 平城宮跡発掘調韮部 考古学研修

1993. 2. 20～1993. 2. 27 川上 Ｍ上

I''1上 |‘１上 何上

1993. 2 . 22～1993. 2 . 28 埋蔵文化財･ センター 保存科学研修

1993. 3. 1～】9９３．５．３１ 同上 Irij上

1 9 9 3 . 3 . 3～19 9 3 . 3 . 1 3 側上 仏牧逝跡研修

1993. 3. ‘ i ～1993. 3. 27 側上 IIiI上

Ｔ

1993 . 3 . Ｍ～1993 . 3 . 28 平城宮跡発掘調五部 考古学研修

Ｍ上 Ｍ上 １１１上

IIJ上 Iljj上 川上

Ｍ上 同上 Ｍ上

1993. 3. 22～1993. 3. 25 埋蔵文化財センター 仏牧遮跡研修

1993. 3. 22～1993. ‘ 1. 5 I‘ il上 考古学研修

－７６



発掘調査・保存・整備・探査指導

（北海道）手寓洞窟，常呂逝跡，（青森県）六カ所村

家ノ前遺跡，津' 隆氏城跡他，（岩手県）盛岡城跡，志

波城跡，平泉遺跡群，大波1 1 遺跡，（秋田県）秋川城，

払田柵跡，（侭烏県）鹸Ｈ寺跡，根岸遺跡，（栃木県）

法界寺跡，下野国分寺跡，（群馬県）高瀬観音山遺跡，

( 千葉県）市原条里制遺跡，（東京都）茄川台場跡，野

津田公剛遺跡，（神奈川県）１１．１大田家住宅焼損復1 1 1 ,

( 新潟県）八幡林遺跡，（石川県）須紳蝦夷穴古噛，能

登国分寺跡，枇江荘遺跡，雨の宮７１i 戦群，（挺野県）

商梨氏館跡，値川遺跡，斐維宿本陣跡，（岐阜県）杉

崎廃寺跡，塩歴金浦神社遺跡，（静岡県）久野城跡，

賎機山古墳，横須賀城跡，大知波峠廃寺跡，勝問田城

跡，巴川遺跡出土丸木舟，釜呂遺跡，片山廃寺跡，御

殿･ 二之宮遺跡，（愛知県）：! 『塚古戦，三河国府跡，東

畑廃寺跡，牟呂町市道遺跡，（三皿県）城之越辿跡，

赤木城･ 田平子峠刑場跡，純生廃寺跡，夏兇廃寺跡，

( 滋撹県）安土城跡，木村古噛群，粟津湖底遺跡，兵

主神社庭園，紫香楽宮跡，木爪原遺跡，（京都府）長

岡京跡，恭仁宮跡，大覚寺御所跡大沢池，私市丸山古

墳，加茂御祖神社境内，遠所遺跡，（大阪府）狭山池，

住友銅吹所跡，難波寓跡，大庭寺窯跡，紫金山古噛，

池上斡根遺跡，心合寺山古城新池埴輪製作所跡，鴫

上郡衝跡附寺跡，（兵庫県）赤穂城跡，小犬丸辿跡，

播磨国分尼寺跡，玉稚田中遺跡，篠山城跡，佃遺跡，

山中遺跡，黒井城跡，淡河行原遺跡，満之国遺跡，西

条廃寺，銚子ヶ谷湿原，ニツ嵯遺跡，（鳥取県）梶l j I

古墳，甫谷大山遺跡，上淀廃寺跡，羽衣石城跡，，鳥取

城跡，（島根県）天寺廃寺跡，岩兄銀山遺跡下川原吹

嵯跡，後谷Ｖ遺跡，上長浜&1 塚，鳥ケ崎逝跡，斐伊川

放水路，（岡1 1 1県）備中松1 1 1城跡，美作国府跡，岡山

城跡，山陽自動車道関係遺跡，（広脇県）三ツ城古墳，

冠遺跡群，草戸千粁町遺跡，別所古戦群，万徳院跡，

( 山口県）萩城跡，大内氏遺跡，長登銅1 1 1 跡，（蒋川

鼎）識岐国分寺跡，有岡ＴＩ了噛群，（愛媛県）来任廃寺

跡，吉照遺跡，（徳島県）矢野遺跡，（福岡県）上の原

古窯跡，太宰府史跡，鴻鵬館跡，板付遺跡，雀勝遺跡！

( 佐賀県）名護陸城跡･ 陣跡，基難城跡，大無町遺跡，

馬群竹原遺跡群，（大分県）虚空蔽寺瓦窯跡，向野逝

跡，ガランドヤ古墳群，大分元町石仏，瀬戸遺跡他，

安固寺集落巡跡，（宮崎県）同簡･ 郡術･ 古寺跡，蓮ケ

池横穴群，下村窯跡（熊本県) ，つつじケ丘械穴群．

大村横穴群，（沖純県）浦添城跡，糸数城跡，友利迩

跡，フルスト原遺跡，識名Ⅲ

埋蔵文化財ニュース刊行

第7 5 号全国文化財データベースについて

第7 6 号1 9 8 8 年度刊行埋蔵文化財発掘訓炎報告T l } : に関

する情根調在

５その他

委員会等

鋪1 9 回飛, 賜餐料館連衡協議会

1 9 9 2 年５月 l 9 H 於飛鳥黄料館

平城・飛烏騰原寓跡訓査整備指導委興会

1 9 9 2 年６月５．６Ｈ於平城宮跡盗料館識篭

外国出張

沢I + I 正昭イースター島モアイα i 像）の保存科学的

調査のため，チリへ出張

1992年４月７１１～1992年４月201. 1

猪熊兼勝イースター烏モアイの調在研究のため，チ

リへ出推

1992年４月13Ｈ～1992年４月2511

千| H 剛逆勧海国関係世跡調在のため，中縦人氏共和

国へ出雌

1992年４月2711～1992年５ﾉｊ７Ｈ

牛川灘幸ドイツ連邦共和国との学術交流のため，ド

イツへ出張

1992年５月81- 1~1992年５月171: 1

光谷拓爽年輪年代学の分科･ 会出席のため，イタリア

へ出張

1992年５月13H~1992年５月181- l

小野健吉雲南糊ナシ族の瑞化様式と建築技術に間す

る調弥と研究のため，中薙人民共和国へ出張

1992年５月16Ｈ~1992年６月8日

浅川滋男中国早期建築の蛇族考古学的研究のため，

中国人民共和国へ出張

1992年５月16Ｈ～1992年８ﾉ j 30H

猪熊雄勝百済ｉＷｉ墓宗椛造の研究I 洲査のため，大韓

災国へ出張

1992年５月271. 1~1992年５月3111

町Ｈ１章トルファン郊外交河故城保存計i I I I i に係わる

現地洲在のため，中堆人民共和国へ出張

1 9 9 2年７月１Ｈ～1 9 9 2年７月８日

沢Ⅲ正昭考古巡物の保存科学的共Ｍ研究のため，大

韓民同へ出張

1992年７月271. 1~1992年7ﾉj 31I I

岩永省三ヨーロッパとＨ本の青銅器文化の比較研究

のため，ドイツへ出張

1992年８月11- 1~1992年10月3111

猪熊兼l 勝ポリネシア石造物の研究のため，アメリカ

へ出張

－７７－



1 9 9 2年８月２Ｒ～1 9 9 2年８月９日

工楽稗迩アムール川流域における初期鉄器文化（ポ

リツェ文化）の遺跡発掘調交のため，ロシアへ出張

1992年８月７日～1992年８月24日

杉山洋第８次上智大学アンコール遺跡研究国際調

交団への参加のため，カンボジアへ出張

1992年８月８日～1992年８月28日

鈴木嘉吉，上原真人日本古代都城と中国附唐都城と

の考古学的比較研究のため，中華人民共和国へ出張

1992年８月９日～1992年８月23日

町田章日本古代都城と中国階隣都城との考古学的

比較研究のため，中華人民共和同へ出張

1992年８月９Ｒ～1992年８月24日

藤田盟児伝統的文化財保存技術の調査研究のため，

中薙人民共和国へ出張

1992年８月９日～1992年８月23日

小池伸彦伝統的文化財保存技術の調在研究のため，

中華人災共和国へ出張

1992年８月９日～1992年８月24日

上野邦一「アジア・西太平洋都市保存ネットワーク

第１回シンポジウム」参加のためマレーシアへ出張

1992年８月14～1992年８月21日

西村康科学技術を利用した文化財研究法の開発の

ため，アメリカへ出張

1992年８月17日～1992年８月31日

猪熊兼勝イースター烏モアイの盗料訓査のため，チ

リ・アメリカへ出張

1992年８月24日～1992年８月31日

川越俊一「古代の日本展」開催による出品文化財の

保護・陳列等の現地指導のため，アメリカへ出張

1992年８月25日～1992年９月25日

猪熊兼勝，伊東太作，内田昭人イースター烏遺跡調

壷のため，チリへ出張

1 9 9 2年９月８日～1 9 9 2年９月1 9日

沢田正昭，肥塚隆保パジリク王墓発掘に伴う出土品

の保存科学に関する共同研究のため，ロシアへ出張

1992年９月22日～1992年９月30日

館野和己「古代の日本展」開催による出品文化財の

保護，陳列等の現地指導のため，アメリカへ出張

1992年９月22円～1992年10月31ｎ

猪熊兼勝百済研究国際学術大会参加のため，大韓民

国へ出張

1992年９月28日～1992年10月２日

佐原興国際シンポジウム「古代日本の芸術と技

術」参加及びセーラムピーポデイ博物館にて視察及

び調査研究のため，アメリカへ出張

1992年９月30日～1992年10月10日

町田章，工楽蕃迦国際シンポジウム「古代ｎ本の

芸術と技術」参加のため，アメリカへ出張

1992年９月30日～1992年10月５日

寺崎保広，西口群生日本古代都城と中国陪府都城と

の考古学的比較研究のため，中華人民共和国へ出張

1992年10月４日～1992年12月５ＦＩ

毛利光俊彦「古代の日本展」開催による出品文化財

の保護，陳列等の現地指導及び出品文化財日本国返

却に随伴のため，アメリカへ出張

1992年10月１５日～1992年11月15日

小野健吉，小灘毅，村上隆交河故城の調査研究

のため，中華人民共和国へ出張

1992年10月22日～1992年11月４日

猪熊兼勝，安田龍太郎，臼杵勲パジリク文化古噛

群に関する共同研究のため，ロシアへ出張

1992年10月24日～1992年11月２日

綾村宏アジアにおける寺院の研究のため，イン

ド・インドネシアへ出張

1992年11月１「l ～1992年12月26日

沢田正昭Ｈ緯における考古遺物の材硬・技法に関す

る分析の比較研究のため，大韓民国へ出張

1992年11月５日～1992年１１月12日

沢田正昭イースター烏モアイ石像保存調査のため，

チリへ出張

1992年12月１日~1992年１２月12日

鈴木嘉吉伝統的文化財保存技術の調査研究のため，

中華人民共和国へ出張

1993年１月８日～1993年１月17日

猪熊派勝イースター烏アブ・トンガリキ遺跡の調秀

のため，チリへ出張

1993年１月９日～1993年１月24日

花谷浩イースター島アブ・トンガリキ遺跡の調査

のため，チリへ出張

1993年１月９日～1993年２月25日

肥塚隆保，村上隆Ｈ糠における考古遺物の材賞・技

法に関する分析の比較研究のため，大韓民国へ出張

1 9 9 3年２月４日～1 9 9 3年２月1 0日

佐川正敏日本古代都城と中国附唐都城との考古学的

比較研究のため，中華人民共和国へ出張

1993年２月15日～1993年２月27日

伊東大作，井上直夫伝統的文化財保存技術の調査研

究のため，中華人民共和国へ出張

1993年２月15日～1993年２月27Ｈ

猫熊兼勝イースター島アブ・トンガリキ遺跡の調交

のため，チリへ出張

19 9 3年２月2 0Ｈ～1 9 9 3年３月４日

森本晋イースター島アブ・トンガリキ遺跡の調査

のため，チリへ出張

1 9 9 3年２月2 3日～1 9 9 3年３月3 0日

－７８－



牛川喜幸，杉I l l 洋アンコール世跡研究・阿際i 淵盃

Ｍ１に参加のため，カンボジアへ出張

1993年２月271- 1～1993年３月８１１

高瀬要一仏教遺跡の調在・保存整伽に関する韮礎的

調在研究のため，ラオスへ出張

1 9 9 3年３月5日~19 9 3年３月21H

中村恢一仏教遺跡の訓禿・保存雛術に関する堆礎的

調在研究のため，ラオスへ出張

1993年３月５日～1993年３月19Ｈ

細兄啓三，内、昭人平城寓跡復原用木材の受給状況

調益のため，台湾へ出張

1993年３月１２日～1993年３月１７Ｈ

伊東太作イースター島遺跡の写其測･ 欣調炎のため，

チリへ出張

1993年３月１７Ｈ～1993年３月30日

猪熊兼勝イースター烏アブ・トンガリキ遺跡の調

在・指導及び助言のため，チリへ出張

1993年３月17H~1993年３月24Ⅱ

山本忠尚インド仏教遺跡の保存整備に関するI 淵在の

ため，インドへ出張

1993年３月23日～1993年３月241Ｉ

寺崎保広故宮陣物院所蔵中国歴代文物及び中央語言

研究所における漢簡調盗の視察のため，台湾へ出張

1993年３月24Ｈ～1993年３月311･｛

猪熊兼勝百済古城築造方法の研究のため，火柳民同

へ出張

1 9 9 3年３月２７日～1 9 9 3年３月３１１１

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の同有化

を進めており，1 9 7 2 年度から当研究所が文化庁から支

出委任を受けて興収事務を担当しているが，1 9 9 2 年度

の状況は下記のとおりである。

区分 面械

１９９２年腿 5, 357. 07

国有地合計 339, 399. 95

Ⅱ図書及び資料

図祥1 3 6 , 1 9 3 冊

区分砿別嚇入

和漢111Ｆ1 , 5 15

1992年度

洋評４７

和漢書5 1 , 4 6 0

累 計

洋，！} ：5 , 6 9 7

写典493 , 464（1992年度, k）

累計

1992年度

金額

279, 998. 364

24, 689, 158. 912

寄脱

５，５２４

１２５

７７，３６３

１．６７３

( 1993. 3. 31）

計

７，０３９

１７２

１２８，８２３

７．３７０

Ⅲ研究成果刊行物

1 1 9 9 2 年度刊行物

名 称

学服第5 1 冊平城寓跡発掘調在報告沓: ＸｌＶ

第5 2 冊西隆寺発掘調悲報1 1 ﾃ 普

史料第3 6 冊木器莱成図録一近畿原始細一

第3 7 冊誌錬実測図集成（上）

図録第 2 6 冊飛鳥の工房

報告i I I : 等近仙社寺建築の研究第三号

1 9 9 1 年度平城宮跡発掘調森部発掘調張概

報

飛鳥．藤原宮発掘調査概報2 ２

平城樹発捌調盗出上水簡概報２５

平城寓発掘調在出土木簡概報2 ６

トイレ

藤I j i 〔京跡の便所迩椛

２前年度までの刊行物

奈良阿立文化財研究所学報

年度 名称

第１４冊ノｒＩｆ招提寺蔵「レースｌと「金旭舎利

塔」に関する研究

鮒1 5 冊平城宮発掘洲在報併Ⅱ官術地域の

1 9 5 4 1 第１冊仏師連慶の研究

第２冊修学院離寓の復原的研究

1 9 5 5 1 第３冊文化史論推

１９５６１節４冊奈良時代榊房の研究

1 9 5 7 1 第５冊飛鳥寺発掘調査報告

１９５８１第６冊中' 1 t 庭剛文化史

鋪７冊腿補寺食' ; i t 発掘調交雑杵

1 9 5 9 1 第８冊文化史論幾1 １

龍９冊川臓寺発掘洲在報告

１９６０１第1 0 冊平城宮跡第一次・伝飛賜板蓋寓跡発

州‘ 捌在報杵

１９６１１鮪１１冊院の御所と御篭一院家建築の研究一

1 9 6 2 1 第l 2 I I I 巧匠安阿弥陀伽快哩

館1 3 冊・漉殿造系庭N i l の立地的考察

捌在

1 9 6 5 1 第1 7 冊平城宮発掘洲在報告Ⅳ官衡地域の

‘ JM布

1 9 6 3 鋪1 6 冊平城寓発掘洲在報誇Ⅲ内襲地域の

洲盗

錐1 8 冊小堀遠州の作覗

1 9 6 7 1 第１９冊藤原氏の氏寺とその院家

1 9 6 9 1 館2 0 冊私物製の成立

１９５４第１冊仏師連慶の研究

第２冊修学院離宮の復原的研究

１９５５第３冊文化史論叢

１９５６節４冊奈良時代州崎の研究

１９５７第５冊飛鳥寺発掘洲盗報告

１９５８第６冊中' 1 t 庭閲文化史

雛7 1 1 Ｉ典補寺食堆発掘調在報告

１９５９第８冊文化史論雌Ⅱ

第９冊川原寺発掘調盗報告

１９６０節1 0 冊平城宮跡第一次・伝飛1 3 板蓋寓跡発

掘洲壷報誇

１９６１第１１冊院の御所と御篭一院家建築の研究－

１９６２節l 2 1 I I 巧匠安阿弥陀伽快慶

飾1 3 冊湛殿造系庭N i l の立地的考察

第1 4 冊庶招提寺蔵「レース」と「金旭舎利

塔」に関する研究

第1 5 冊平城宮発掘洲在報併Ⅱ官術地域の

Ｉ洲禿

１９６３第1 6 冊平城寓発掘澗在報誇Ⅲ内襲地域の

捌在

１９６５節1 7 冊平城寓発掘洲在報告Ⅳ官術地域の

捌在

第1 8 冊小堀遠州の作戦

1 9 6 7 第１９冊藤原氏の氏寺とその院家

１９６９第2 0 冊紹物製の成立

7 ９－



鑑|蕊|IＩ

奈良ﾘ ! L 国立文化財研究所基準盗料

Ｈ本美術院彫刻等修理記録１

１．１本美術院彫刻等修理記録Ⅱ

Ｈ本美術院彫刻等修理記録Ⅲ

藤原宮木術１図版・解説

日本美術院彫刻等修理記録Ⅳ

Ｈ木美術院彫刻等修理記録Ｖ

束大寺文祥目録第１巻

日本美術院彫刻等修理記録Ⅵ

平城宮木術３図版・解説

藤原宮木簡２図版・解説

束大寺文拙: 目録第２巻

日本美術院彫刻等修理記録Ⅲ

束大寺文普目録第３巻

七大寺巡礼私記

東大寺文普目録第４巻

東大寺文群目録第５巻

平城宮出土墨番土器集成１

束大寺文書Ｍ録第６巻

木器集成図録一近縦古代綿一

平城宮木簡４図版・解説

興福寺典籍文書目録第１巻

山内清男考古資料ｌ真福寺貝塚資

料他

平城寓出土墨番土器集成Ⅱ

山内流男考古盗料２

山内清男考古資料３

１１１内消男考古資料４

山内清男考古盗料５

第９冊

第10冊

第11冊

第12冊

第13冊

第14冊

第１５冊

第16冊

第17冊

第１８冊

第19冊

第20冊

第21冊

第22冊

第23冊

第24冊

第25冊

第26冊

第27冊

第28冊

第29冊

第30冊

第21冊

第22冊

第23冊

研究論集Ｉ

研究論集Ⅱ

平城寓発掘調交報告Ⅵ平城京左京

一条三坊の調査

高山一町並調査報告一

平城篇左京三条二坊

平城寓発掘調査報告Ⅲ

飛鳥・藤原宮発捌調査報告Ｉ

研究論集Ⅲ

木村奈良井一町並調交報告一

五条一町並調査の記録一

飛鳥・藤原宮発掘調交報告Ⅱ

研究論集Ⅳ

イタリア中部の一山岳集落における

民家調森報告

平城寓発掘調査報悔Ⅸ

研究論集Ｖ

平城寓整備調査報告Ｉ

飛鵬・藤原宮発掘調査報告Ⅲ

研究論集Ⅵ

平城寓発掘訓盗報告Ｘ

平城寓発掘調査報告ＸＩ

研究論集Ⅲ

平城宮発掘訓秀報告ｘｌｌ

日本における近Ｍ１: 民家（農家）の系

統的発展

平城京左京三条二坊六坪発掘調査報

告

薬師が発掘調査報告

平城京右京八条一坊十三・十四坪発

掘調在報告普

研究論集Ⅲ

年輪に歴史を読む－日本における古

年輪学の成立一

研究論集I Ｘ

平城宮跡発捌洲盗報告盤ＸＩＩｌ

1971

1973

1974

1975

1976

1977

第24冊

1 9 7 5第25冊

第26冊

第27冊

第28冊

第29冊

１９７６第30冊

1977第31冊

第32冊

第3 3冊

1９７８

1９７９

1980

1９８１

ト

ト

Ｉ

Ｉ

ト

ー

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

1９８２

1 9 7 8

1983

1984

1985

1９７９

1980

1981

1984

1988

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ト

ー

１

１

１

１

１

１

１

Ｉ

Ｉ

ｌ

２

３

４

５

３

３

３

３

３

第

第

第

第

第

1989

1991

19851第44111｝

側繍

１９５４第１冊

１９５５第２冊

１９６３第３冊

１９６４第４冊

１９６６第５冊

１９６７第６１１Ｉ

１９６９第５１１１

１９７０第７冊

1 9 7 4 節８冊

( 複製）

１９７６第１冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏

第2 1 1 1 1 ・飛鳥白鳳の在銘金銅仏銘文備

１９７７第３冊日本古代の墓誌

1 9 7 8 第４冊日本古代の墓誌銘文篇

第５冊古代の誕生仏

第49冊

第50111｝

奈良国立文化財研究所史料

1 9 6 7 1 第６１１Ｉ仁和寺史料寺‘ 悲細２

1 9 5 4 第１冊南無阿弥陀仏作紳喋（複製）

1 9 5 5 第２冊西大寺叡砿伝記集成

1 9 6 3 1 第３冊仁和寺史料寺誌締１ 飛鳥資料館図録

1 9 7 7 1 第３冊日本古代の墓誌

１９６４１第４冊・俊乗坊亜源史料築成

1 9 6 6 1 第５冊平城宮木簡１図版 1 9 7 6 1 第１冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏

1 9 7 8 1 第４冊日本古代の墓誌銘文篇

第2 1 1 1 1 ．飛烏白鳳の在銘金銅仏銘文捕

１９６９１第５冊平城宮木簡ｌ解説（別冊）

1 9 7 0 第７冊牌招提寺史料］

第５冊古代の誕生仏1 9 7 4 1 節８冊平城寓木簡２図版・解説

８０－

年度 名称

年度 名称

年度

' 973

1974

1975

1976

1978

1979

1980

1983

名称

第１冊瓦編１解説

第２冊瓦編２解説

第３冊瓦編３

第４冊瓦綿４

第５冊瓦糊５

第６冊瓦編６

第７冊瓦編７

第８冊瓦細８

第９冊瓦編９



運営饗

1 9 7 9 1 第６冊
飛鳥時代の古墳一簡松塚とその周

辺一

日本古代の嶋尾

山田寺展

高松塚拾年

渡来人の寺一桧隈寺と坂川寺一

飛鳥の水時計

小建築の世界一埴輪から瓦塔まで－

藤原宮一半枇紀にわたる調査と研

究一

日本と韓国の塑像

飛鳥寺

飛鳥の石造物

蔑葉乃衣食住

壬申の乱

古墳を科学する

聖徳太子の1 1 t 界

仏舎利埋納

法隆寺金堂壁画飛天

日本書記を掘る

飛鳥時代の埋蔵文化財に閲する－考

察

飛鳥の源流

Ⅵ施設

土地

奈良国立文化財研究所所管

本庁舎

飛烏藤原宮跡発掘調査部

飛鳥資料館

郡111宿舎に）

飛鳥資料館宿舎

文化庁所管（関係分）

平城宮跡地区

藤原宮跡地区

飛鳥稲淵宮殿跡地区

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

７

８

９

ｍ

、

吃

喝

第

第

第

第

第

第

第

' 980

1981

1982

1983

４７，８９０

8, 860㎡

20, 515㎡

17, 092㎡

８０㎡

1, 343㎡

1, 421, 668㎡

1, 083, 281㎡

339, 399㎡

5, 041㎡

1984

１９８５第14冊

第15冊

1986第16冊

1987第17冊

第18冊

1988第19冊

第20冊

1989第21冊

第22冊

1990第23冊

1 9 9 1第2 4冊

建物

１．庁舎

28, 521㎡

28. 053㎡

主要工事

( 1 ) 平城寓跡地等整備饗

平城寓跡宮内特復原工事

平城宮跡朱雀門周辺磯備工事

平城宮跡第１次大極殿地区整備工事

平城宮跡佐紀池護岸工事

平城宮跡案内板設満工事

平城宮跡内高圧電機設備改修

藤原宮跡環境整備工事

( 2 ) 官庁営繕饗

奈良国立文化財研究所防水改修工事

第25冊

Ⅳ定員

千円

122, 808

１９，１２６

２７，１９７

１１，４２８

１３，６４７

３６，９６８

１８５，４００

Ｖ予算（1 9 9 2 年度）

飛鳥盗料館運営

人件識
2 ．宿舎等

亜要文化財旧米谷家住宅

郡山宿舎ロ

飛鳥盗料館宿舎

486㎡

213㎡

４８㎡

2 2 5㎡

本庁舎維持管理等経我

事業管理

股研究

特別研究

発掘調査

施設終備ＹＹ

宮跡整備管理

平城宮跡等整備費

各所修繕盤

埋蔵文化財センター運営

計

施設饗

5０，２６４

8１

682, 557千円

944, 634

7, 609

5９，００８

123, 643

528, 706

７１，２４８

５２，３９６

５０，０２４

２７，６３８

２４，３６２

４１９，０４１

50, 310

357, 410

１１，３２１

２，０４６，２３２

区分

1992年度

1993年度

指定職

ｲ子l 攻

』I 晩←）

2２

2２

ｲ子l Bと

]『腿(二）
研究職

6１

6１

計

8６

8６

区分

邪務室

研究･ 整理室

盗料･ 図排室

会議室

識堂

展示室

写莫室

遺柵展示室

恥庫

倉j l f ･収蔵庫

研修棟

その他

計

本庁舎

㎡

5 6 8

1, 419

1, 021

３３８

7９

８４

123

1, 416

１，６７３

6, 721

平城

㎡

122

1, 642

３８４

８４５

２５６

1, 408

９６８

4, 728

2, 026

12, 379

藤原

㎡

197

1, 205

３８３

１２９

２１０

２５４

１４９

３５２

2, 041

1, 506

6, 426

飛,!：

鵬胸

ｆ

Ｏ

７

６

２

９

８

４

４

０

、

９

７

３

４

８

４

６

９

８

６

４

１，０６１

２，６８１

資藤原

宮跡

㎡

詑

妬

計

㎡

977

4, 069

1, 440

５０９

683

1. 747

548

1, 408

1, 498

7, 372

1, 416

6, 302

28, 243



( 3 ) その他（各所修繕・庁費）

平城宮跡第３収蔵肱１階保存科学実験室

改修空調設備その他工事

埋蔵文化財センター研修棟１階機械室

ボイラー取替工事

飛鳥資料館宿舎外椛整備等工事

3 . 965

1. 545

2, 369

Ⅶ人事異動（1992. 4. 1～1993. 3. 31）

４月１日奈良国立文化財研研究所長（再任）

鈴木嘉吉

庶務部庶務課長に昇任馬場祐次朗

飛鳥盗料館庶務室長に昇任家村ル| 甥

庶務部庶務課長補佐に昇任宮谷浩

庶務部会計課長補佐に昇任渡遥康史

庶務部会計課経理係長に昇任

年梅微

埋蔵文化財センター教務室教務係長に

昇任川篤保夫

埋蔵文化財センター長に昇任

佐原境

埋蔵文化財センター研究指導部長に昇

任猪熊兼勝

埋蔵文化財センター研究指導部集落遺

跡研究室長に昇任山中敏史

飛鳥資料館学芸室長に配澄換

工楽善通

飛烏藤原宮跡発掘調査部に配置換

島田敏男

埋蔵文化財センター研究指導部主任研

究官に配置換立木修

文部技官（庶務部会計課）に採用

上垣内茂樹

文部技官（平城富跡発掘調査部）に採

用内田和伸

研究補佐員（飛鳥蕨原宮跡発掘調査部）

に採用村田和弘

文化庁文化財保護部文化財鑑査官に転

任田中琢

京都工芸繊維大学庶務課長に転任

中川良和

奈良工業商等専門学校会計課長に転任

柿本治

京都大学庶務部庶務課長補佐に転任

石塚幸男

－８２－

京都大学医学部附属病院医事課長補佐

に転任津田富士夫

大阪大学附属図書館情報管理課会計掛

長に転任新湯淳史

京都大学薬学部会計掛に転任

新井伸一

４月1 6 日事務補佐員（飛鳥資料館）に採用

森井恵三子

５月７日事務補佐員（庶務部会計課）に採用

上村敬子

５月 1 1 日辞職小坂由紀子

６月１日事務補佐員（飛鳥資料館）に採用

米川まち子

７月１日平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

浅川滋男

平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

小野健吉

飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に

昇任花谷浩

埋蔵文化財センター研究指導部主任研

究宮に昇任村上隆

８月１日辞職佐伯博光

８月 1 3 日辞職職上裕子

１月１日技能補佐員（飛鳥藤原宮跡発掘調査部）

に採用木寅貢志

３月3 1 日文化庁長官官房総務課専門員に転任

（日本芸術文化振興会第二国立劇場（仮

称）準備室専門員就任予定）

松岡進

天理大学文学部に転任山本忠尚

奈良市教育委貝会社会教育部に転任

安田龍太郎

辞職平山重利



Ⅷ組織規定

文部省組織令く抜粋＞

昭和5 9年６ﾉ j 2 8 H政令第2 2 7号

第２素文化庁

第３節施設等機関

（施設等機関）

第1 0 8 条文化庁長官の所轄の下に，文化庁に凶立国語研

究所を慨く。

２前頭に定めるもののほか，文化庁に次の施設等機関

を置く。

（中略）

国立文化財研究所

（国立文化財研究所）

第1 1 4 条国立文化財研究所は，文化財に関するi 柵推研究，

資料の作成及びその公表を行う機関とする。

２国立文化財研究所には，支所を侭〈ことができる。

３国立文化財研究所及びその支所の名称，位侭及び内

部組織は．文部樹令で定める。

文部省設置施行規則く抜粋＞

昭和2 8 年１月1 3 Ｈ文部省令第２号

第５章文化庁の施設等機関

第４節国立文化財研究所

第１款名称及び位祇

（名称及び位㈹

第1 1 6 条の９国立文化財研究所の諮称及び位慨は，

次の表に掲げるとおりとする。

名称 位佃

東京国立文化財研究所 東京都台東区

奈良国立文化財研究所 奈良県奈良市

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に，所握を慨く°

２所長は，所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に，庶務部，建造物

研究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発掘調査部及

び飛鵬藤原宮跡発掘訓査部を淡く・

２前項に定めるもののほか，奈良国立文化財研究所

に，飛鳥盗料館及び埋蔵文化財センターを侭く。

（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5 条庶務部に，次の二課を侭く°

一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の事務をつかきどる。

一職興の人事に関する事務を処理すること。

二職貝の福利厚生に関する事務を処理すること。

三公文i １噸の接受及び公印の管守その他庶務に関

すること。

四この研究所の所堆事務に関し，連絡調膿するこ

と。

－８３

五この研究所の所掌に係る造櫛及び遺物の保全の

ための馨備に閲すること。

六前各号に掲げるもののほか’ 他の所掌に属しな

い事務を処理すること。

３会計課においては，次の覗務をつかさどる○

一予算に側する郡務を処理すること。

二経独及び収入の決算その他会計に関する事務を

処理すること。

三行政財産及び物品の管理に関する事務を処理す

ること。

四庁舎及び設備の維持，梼理に関する事務を処理

すること。

五庁内の取締りに間すること。

第1 2 6 条削除

（建造物研究室等の事務）

雛1 2 7 条建造物研究室においては，建造物及び伝統

的建造物群に関する調禿研究を行い，並びにその結

果の公表を行う。

２歴史研究案においては，考古及び史跡並びに歴史

盗料に側する調炎研究を行い，並びにその結果の公

表を行う。

（平城宮跡発掘洲査部の六室及び事務）

第1 2 8 条平城寓跡発掘調森部に’ 考古第一調査室,

考古第二I 淵在室，考古第三調査室，遺柵調在室，計

測修餓洲秀案及び史料洲盗室を淡く。

２前項の各塞においては，平城寓跡に関し，次頑か

ら第６頃までに定める事務を処理するほか，その発

捌を行う。

３考古第一調在室，考古第二調査室及び考古第三調

査室においては，別に定めるところにより分担して，

遺物（木簡を除く｡ ）の保存整理及び調査研究並び

にこれらの結果の公表を行う。

４遺榊調在室においては，遺継の保存盤理及び訓在

研究並びにこれらの結果の公表を行う。

５計測修餓調在室においては，遺櫛の計測及び修餓

並びにこれらに関する洲在研究並びにこれらの結果

の公表を行う。

６史料調在室においては，木簡の保存整理及び調査

研究，史料の収集及び洲査研究並びにこれらの結果

の公表を行う。

（飛賜藤原寓跡発掘訓在部の四室及び事務）

第1 2 9 条飛鳥藤原寓跡発掘訓在部に，考古第一調在

室，考古第二調査室，遺櫛調査室及び史料調査室を

侭く。

２前項の各室においては，藤原常跡及び飛鳥地域に

おける寓跡その他の遺跡に関し，次項から第５項ま

でに定める躯務を処理するほか，その発掘を行う。

３考古第一調在室及び考古第二調在室においては’

別に定めるところにより分担して，遺物（木簡を除

く｡ ）の保存整理及び訓在研究並びにこれらの結果

の公表を行う。

４世椛洲在室においては，遺椛の保存整理及び洲在



研究，遺撒の計測及び修餓並びにこれらに関する調

査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び調査

研究，史料の収集及び調査研究並びにこれらの結果

の公表を行う。

（飛鳥資料館）

第1 3 0 条飛鳥資料館においては，飛鳥地域の歴史的

意義及び文化財に関し，同氏の理解を深めるため，

この地域に関する考古資料，歴史盗料その他の資料

を収集し，保管して公衆の観覧に供し，あわせてこ

れらに間する調盗研究及び事業を行う。

（飛鳥資料館の館長）

第1 3 1 条飛鳥資料館に，館長を慨く。

２館長は，館務を掌理する。

（飛鳥賓料館の二室及び事務）

第1 3 2 条飛鳥資料館に，庶務室及び学芸室を慨〈。

２庶務室においては，飛鳥資料館の庶務，会計等に

関する事務を処理する。

３学芸室においては，次の事務をつかさどる。

一飛鳥地域に関する考古資料，歴史盗料，建造物，

絵画，彫刻，典籍，古文諜その他の資料の収集，

保管，展示．模写，模造，写真の作成，訓交研究

及び解説を行うこと。

二飛鳥地域に関する図諜，写真その他の資料の収

集，整理，保管，展示，閲覧及び調査研究を行う

こと。

三飛鳥資料館の事業に関する出版物の編集及び刊

行並びに普及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

第1 3 3条埋蔵文化財センターにおいては，次の事務

をつかさどる。

一埋蔵文化財に関し，調査研究及びその結果の公

表を行うこと。

二埋蔵文化財の調盃及び保存整理に関し，地方公

共団体の埋蔵文化財調査関係職員その他の関係者

に対して，専門的，技術的な研修を行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地方公

共団体の機関その他関係の機関及び団体等の求め

に応じ，専門的，技術的な指導及び助言を行うこ

と。

四埋蔵文化財に関する情報盗料の作成，収集，整

理，保管及び調査研究を行い，並びに地方公共団

体の機関その他関係の機関及び団体等の求めに応

じ，その利用に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）

第134条埋蔵文化財センターに艇を侭く。

２前頭の長は，埋蔵文化財センターの事務を紫理す

る。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第135条埋蔵文化財センターに，教務室，研究指導

部及び情報賓料室を瞬く。

（教務室の事務）

－８４

第1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関する事

務を処理するほか，埋蔵文化財センターの庶務に関

する事務をつかさどる。

（研究指導部の六室及び事務）

第1 3 7 条研究指導部に，考古計画研究室，集落遺跡

研究室，発掘技術研究室，遺物処理研究室，測逓研

究室及び保存工学研究室を侭く°

２考古計画研究室においては，第1 3 3 条第１号から

第３号までに掲げる事務（他の室の所掌に脇するも

のを除く｡ ）をつかさどる。

３集落遺跡研究室においては，集落遺跡に関し，第

1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務（発掘技

術研究室，遺物処理研究室，測量研究室及び保存工

学研究室の所掌に属するものを除く｡ ）をつかきど

る。

４発掘技術研究室においては，遺跡の発掘技術に関

し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務を

つかさどる。

５遺物処理研究室においては，遺物の処理に関し，

第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務をつか

さどる。

６測簸研究室においては，埋蔵文化財の測逓に関し，

第1 3 3条第１号から第３号までに掲げる事務をつか

さどる。

７保存工学研究室においては，巡跡の保存整備に関

し，第1 3 3条第１号から第３号までに掲げる事務を

つかさどる。

（情報資料室の事務）

第138条情報資料室においては，第133条第４号に掲

げる事務をつかさどる。

（客員研究員）

第139条奈良国立文化財研究所に客貝研究員を置く

ことができる。

２客興研究貝は，所長の命を受け，奈良国立文化財

研究所において行う調査研究に参画する。

３客貝研究員は，非常勤とする。

改正昭和4 3 年６月1 5 日

昭和45年４月17日

昭和48年４月12日

昭和49年４月１１日

昭和5 0 年４月２日

昭和51年５月10日

昭和5 2年４月1 8日

昭和5 3 年４月５日

昭和5 3 年９月９日

昭和5 5 年４月５日

昭和55年６月25日

昭和58年1 0月１日

昭和5 9年６月3 0日

昭和6 3 年４月８円

文部省令第2 0 号

文部省令第1 1号

文部省令第６号

文部椅令第1 0号

文部省令第1 3号

文部椅令第1 6 号

文部省令第1 0号

文部省令第1 9号

文部省令第3 3 号

文部省令第1 4号

文部省令第2 3 号

文部樹令第2 5 号

文部省令第3 7号

文部杓令第1 2 号
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型
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椛

糾
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篭
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汁

測

修

峨
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室

一

史
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輔

二

棚

盗

宝
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鋪

三
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室

過

椛

糾

盗

填

緋

測

修

峨

捌

迩

室

史

料

調

張

室

氏名

町田瀬

小林磯- －

' ' 1 付慎一

F 1 杵勲

小池伸彦

毛利光俊彦

玉田労英

雅洋一郎

杉I l l 洋

1 1 1 崎偲冥

碓木Ｉ虻文

次1 1 1 涼

小深段

町田蹴

膝I I I M1児

山岸柑人

洩川滋男

尚瀬要一・

内田f l I 仲

小野他吉

航野f l I 己

渡遥兇宏

寺崎保広

疎公蹴

雅沖一郎

11 1片＊常人

寺崎保広

杉山洋

小野他‘ ' 『

渋川滋男

小池伸彦

小瀞敬

謙公瀧

I Hj I I I 健三

岡、仲先

仙紳雄

井上直火

' | : 雌茂

官職

文部技禰部腿

文部技術案腿

文部技樹

文部技術

文部技１．『（併畑

文部技愉室蛙

文部技術

文部技官（併任）

文部技官（併畑

文部技術顎氏

文部技官

文部技官

文部技宙（併任）

文部技宵室圧（ ﾘ 勝取扱）

文部技禰

文部技宿（ ( ル価）

文部技１．『（併征）

文部技官察災

文部技官

文部技官（併任）

文部投宿室民

文部技禰

文部技愉（併任）

文部技宙（ { ル柾）

文部技術主任研究術

文部技１．『 ‐ 胆柾研究官

文部技宿主柾研究官

文部技官一碓征研究官

文部技官主柾研究行

文部技術主征研究官

文部技官． i § 征研究宿

文部技術ｉ晶征研究１ . ；

文部技術・ｉ２価研究窟

文部堺勝1 Ｔ事務総括（雅任）

文部 ﾘ ；務官（鞭柾）

文部技Ｔ『卯門典

文部技禰＃ｉｌｌｌ職Ⅱ

文部技‘ i , 『卯Ｉｍｌ職ｊｉ

担当

占

占

古

古

ｆ

・

‐

・

‐

・

‐

占

古

古

古

古

築

築

築

別

別

刷

史

史

史

史

古

築

史

占

刷

築

古

古

史

勝

傭

兵

典

典

Ｉ

１

国

Ｉ

Ｉ

庭

庭

庭

庭

跡

跡

跡

跡

考

砂

苓

考

考

考

考

孝

巷

考

考

考

考

雄

進

巡

造

遺

遺

雁

膝

雁

雌

巻

処

雁

考

遺

処

考

考

雁

瓶

鮮

写

写

写

所属

勝

部

庶

務

課

会

計

課

処

進

物

研

究

室

膝

史

研

究

裳

氏名

鈴木》W･‘ ｌｉ

小; ｉｆ康男

馬場祐次期

宮谷浩

西田健三

美濃趣進

桑原鮭惟

岡田Ｎｉ先

港悦子

大両イ' １

捕本良

子

ｆ

新富悪子

災月子

本中立代

中川かよ子

中虹勝美

石川千恵子

奥付功

萩原スf 郁

柵l l l 八郎

渡遥唯史

坂上定敬

撰井雅樹

年悔徹

林正一郎

宍戸雅子

森本はぎ子

小林玉炎

幸田悪里子

小林雅文

機本正典

飯田僑男

林和子

上村敬子

坂上定敬

小関秀彦

上坑内茂樹

永川：和代

米Ⅲ淳子

細兄啓三

山岸常人

小野他吉

島田敏男

藤田盟児

綾付宏

i x i I _ 』群生

橋本装則

小深段

渡遥払宏

森本ｉＰｆ

官 職

文部技宿所腿

文部 J I f 勝宮部腿

文部 . ' 1 $ 務官課腿

文部堺勝官課災補佐

文部 ﾘ ‘ 勝官専門職貝

文部. ､ 1 Ｆ務官撫勝係長

文部. 11f 勝行

文部 ‘ ｌｉ務官鉾勝長

ＪＩＦ勝補佐典

ﾘ f 勝補佐l l

l i 務棚佐此

』l ; 勝補佐１１

堺務紺佐１１

邪務補佐ｕ

耶務捕佐ｕ

那務補佐ｕ

研究補佐１１

技能補佐１１

文部邪務宵恐腿

文部. ' 1 ; 勝官裸腿Ｍ１佐

文部技官課腿補佐

文部技１．『聯｜' リ職典

文部 ﾘ 務官弾ｌｉ１職貝

文部 ﾘ ｉ務宵経理係災

文部小務 1 了継理主任

事務補佐肌

事務補佐典

那務補佐１１

期務補佐１１

文部 ﾘ Ｉ勝官用皮係艮

文部ﾘ 勝行

文部技' Ｉ. 『

事務補佐ｕ

事務補佐１１

文部技官施設係腿（雅価）

文部技官

文部技官

邪務補佐j l

l f 務補佐Ⅱ

文部技浦室災

文部技官（併脈）

文部技官（併脈）

文部技官（併任）

文部技官（併ｉｆ〉

文部技術塞腿

文部技１．『（併征）

文部技 1 . 『（併任）

文部技官（併旧

文部技官（併任）

文部技１．『（併任）

担当

平城ＩⅡ務

臓務人、l ド

稗務

庶務

庶勝

聯務

庶務

脈務

例非衝科

I･xl 計11: 涜科

側井費科

公開

保守

施世

藤原’ 1 ＃勝

総理

紙理

維理

経理

用度

I ‘ I 勤車運娠

用度

用度

施設

施投

施設

施役

処築

池築

遺跡庭刷

巡築

処蕊

服史

拶 I l r

雁 史

考ＩＩｆ

雁史

巻， I ｉ
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第

一

調

交

室

考

古

鋪

二

調

去

室

遺

構

調

在

室

史

料

調

在

室

飛

烏

資

科

館

務

室

学

芸

室

氏名

牛川洋幸

蝶崎ｉｉｉ

深深芳樹

花谷浴

ﾒ 上直夫

人脇潔

西1 - 1 群生

肥塚隆保

場永省三

金子裕之

烏、紋卯

松本修、

水中真

川越俊一

橘本義則

佐川正敏

肥塚隆保

西ＬＩ瀞坐

松本修r １

本中典

深津芳樹

橋本雑則

佐川正敏

岩水竹三

花谷浩

鴨井靴樹

吉岡佐和子

松本賊

木寅貢志

富川伸子

伊藤武

村田和弘

荒木浩刈

伊藤敬太郎

鈴木粥吉

家村Ｉｌｌｆ男

中西巡火

乾作雄

藤本ｉ１１ｉ

制井敏子

森井忠三一ｆ

米川まち子

. ｌ: 楽神通

満本圭補

千田剛道

大谷照子

官職

文部技官部腿

文部技官叢峰

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官室腿

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併圧）

文部技官室１を

文部技官

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技宿寵腿

文部技官（併任）

文部技禰（併任）

文部技官．臨征研究官

文部技官主柾研究官

文部技禰主任研究行

文部技官主任研究官

文部技術二ｋ任研究宙

文部技宿主柾研究官

文部技宿主柾研究官

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部J I f 勝官J j f 勝総招（雄任）

蛎務補佐貝

技能補佐１１

技能補佐貝

研究補佐典

研究補佐貝

研究補佐貝

研究補佐典

研究補佐典

文部技宙館長 “ 勝取扱）

文部 ﾘ ｉ勝官憲ｊを

文部j l f 務官庶．俳主柾

技能補佐典

舞務補佐１１

業務補佐貝

業務袖佐１１

業務補佐貝

文部技官室｝を

文部技官主圧研究宵

文部技官主柾研究宿

聯勝補佐j ｉ

担当

考古

孝古

考古

写典

巻古

考古

考古

考【 I 『

巷古

逆築

処築

遺跡庭閲

考古

歴史

考古

保存イ: |･学

考占

建築

遺跡庭圃

考【ｉｆ

歴史

考古
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文部技禰（併任）

文部技術部災

文部技官室長

文部技官（併任）

文部技官室提

文部技術（併任）
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